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英 語 演 習 皿:

English(Advanced皿)

科 目 名:

ク ラ ス:

単 位 数:

英語 演習 皿

全学科5年(選 択)

1単 位(前 期)

担当教官:速 水虎之助

授業 目標: 「Aな らば、Bで あ る」 とい うA→Bへ の論理 的な証 明は理 系の人 たちの得意

とす る分 野 です。 しか し 「なぜAで あ るか」 を思 いつ く力 は論理 ではあ りませ

ん。 その人個人 の生活体験 に裏 打 ち され た心 であ り、感性 です。 こう した心や

感性 は発想 の契機 と して今後 ます ます工 業人 に求 め られ るで しょう。 そ して、

これ らの心や感性 を養 う機会 と して芸術 があ り、 文学が あ ります。

この授業 の 目標 は、言 うまで もな く、英 語の読 む力を高 め ることにあ りますが、

英 文学 の最 高 峰いわれ る シェイ クス ピアの作 品を読む ことによ り、人 間 とは何

か、人 間の心 とは何 か を探 り、同時 に人 間性 ・感 性を高 め ることにあ ります。

達成 目標: -

n∠

3

4

現在 まで に学 習 した英語 の基 礎力 を応用 して、 さ らに高 い読解 力を養 う。

単語 や慣用語旬 な ど、英語 表現 に役 立っ語彙 力を身 に着 ける。

英語 の辞書が使 え る ことに よ り、 自力で英語 の文が読 め る力 を培 う。

英文学 の高 いエ ッセ ンスに触 れ、教 養 と感性 を養 う。

技術者教育 プ ログラムの学習 ・教 育 目標:

JABEE基 準1の(1)と の関係:

(D)、(E)

(a)、(f)

教 科 書:ShakespeareStories(RetoldbyLeonGarfield)(三 修 社 ・¥¥1500

参考書 特 に定 めない。1～4年 で使用 して きた教科 書 ・参考 書等

授業内容: 1.Macbeth

2.AMidsummerNightsDream

3.TheMerchantofVenice

〔マ クベス〕

〔真夏 の夜の夢〕

〔ベ ニスの商人〕

授業 方法: 演習 ・発表形 式 で授 業を進 め る。 使用 テキス トの ほか に、原文 の抜粋、 映画

(ビ デオ)等 を利用 す る。
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カ リキ ュラムの中の位置付 け:

一般科 目 「英 語」 の応 用 ・実践演 習を行 う科 目で あ る。

この科 目を学 ぶため に先行 して理解 す る必要 のあ る科 目:

英語1、 英語n、 英 会話、英語演 習1

学 習方法:

予 習

授 業

復 習

部分 に と らわれず、話 の筋(ス トー リー)が と らえ られ るよ うにす る。 そのた

めに推 測読 みを行 い、 その後 に新 単語 を辞 書を 引いて調べ る。

予習 で分か らなか った ところ、 主語 ・述語 動詞 との関係、英語構 文が分 か り、

物語 の筋が理解 で きるよ うにす る。

英語 の音声 に触 れ、 リズ ム感 を養 う。

物語 の筋が楽 しめ るよ うにす る。

英語 の重要 な構文 な ど応用 で きるよ うにす る。
しんげん

作 品の中か ら格言 ・箴 言 など書 き出 してみ る。

評価方法: 授業 への 出席 ・参加 態度 と小 レポー ト(40%)、 中間 ・定期 試験(60%)等 を

総合 して評価 します。

学生へ のメ ッセ ー ジ:

シェイ クス ピア とい う名前 は聞 いた ことが あ るで しょう。 で も、 その作 品 はい

くっ読 ん だ ことがあ ります か。 テキス トには3編 あ ります が、前期 だ けで は読

み終 わ るこ とは出来 ないで しょう。受講 者 の皆 さん と ともに選 びま しょう。

また、授業 では、作 品 の原本 と読 み比 べ た り、 映画(ビ デオ)を みた り して理

解 を深 めたい と考え ています。


